































The Mutual Interaction between Wa, Baekje, 









た韓半島南東部の洛東江下流域に加えて［武末 1988・1989・1991，安在皓 1993，申敬澈 1999，井上主
2008・2014，久住 2014，趙晟元 2016］，2000 年代以降，百済やその周辺地域，そして栄山江流域を含
む中・南西部において，須恵器をはじめとする倭系土器の出土例が増加したことにより，前進をみ
た［木下 2003，酒井 2005・2013，武末 2012，土田 2013］。さらに，韓半島における陶質土器や軟質土
器の新資料増加と相応して，日本列島から出土した韓半島系土器の系譜についても理解が深まって



















なお，本論でいう古墳時代中期とは，土器型式でいう布留 3 式［寺沢 1986］をそのはじまりと考






















めに，まずは 4 世紀後葉から 5 世紀における東アジア情勢を把握することからはじめたい。
とりわけ 5 世紀代の倭や百済をとりまく国際情勢を把握する上では，中国本土が五胡十六国時代
と呼ばれる政治的不安定期あるいは模索期を経て［三﨑 2012］，南北朝時代に至った歴史的な前提
に留意する必要がある。そして，重要となるのは高句麗の動向である。4 世紀から 5 世紀にかけて
の日韓関係を取り巻く変化を以下のように理解したい。
西暦 313 年頃の楽浪郡・帯方郡滅亡以降，中央集権化をすすめた高句麗は，340 年代に前燕の慕
容氏によって侵略を受け，350 年代には前燕に冊封される。「十六国」にとって韓半島，特に高句
麗は中原や遼東・遼西での抗争敗退後の避難所的性格を指摘する見解もある［三﨑 2012：p.152］。
























5 世紀前葉の中国本土に再び目を向けると，北魏は中国東北部を勢力圏とした北燕を 436 年に滅




つの打開策を講じていたことが，近年の研究成果において明確となった。1 つは，4 世紀第 2 四半
期から 5 世紀初頭にかけて，筒形銅器や巴形銅器，石製品等の共有にみられた金官加耶との強い
連携［田中晋 1996，福永 1998，井上主 2014］が 5 世紀前葉には確実に不調となり，韓半島南東部各地
の政治勢力と新たな関係を構築しようとしたことである［朴天秀 2007・2009，高田 2014］。考古学に
よる日韓交渉論は，金工品や武器・武具の分析を通じて，日韓首長間の政治的関係が新旧勢力の
















「倭の五王」の時代の対外交流　　たほう，5 世紀代における倭の主導政治勢力が講じた 2 つ目の
対策は，これまで文献史学が重要視してきた中国南朝・宋への遣使である。420 年，劉裕が宋を建
国したことによって，対高句麗という外交政策で一致していた百済との外交ルートは，ここに強化



















































日本出土𤭯　　1. 大阪 TG232号窯　2. 奈良 南郷・千部遺跡　3. 大阪 ON231号窯　4. 香川 村黒遺跡
5. 和歌山 鳴神・音浦遺跡　6. 兵庫 若王子遺跡　7. 大阪 讃良郡条里遺跡　8. 福岡 吉武遺跡
9. 香川 尾崎西遺跡　10. 愛知 志賀公園遺跡　11. 大阪 長原 45 号墳　12. 鹿児島 南摺ヶ浜遺跡
13. 三重 六大 A 遺跡　14. 和歌山 西飯降Ⅱ遺跡　15. 兵庫 雨流遺跡　16. 大阪 TK216 号窯
17. 岩手 中半入遺跡　18. 滋賀 植遺跡　19. 長野 鳥羽山洞窟　20. 兵庫 黍田 F 号墳
韓半島出土有孔広口小壺　　21. 務安 社倉里甕棺墓　22. 光州 河南洞遺跡　23. 完州 上雲里遺跡
24. 霊岩 萬樹里 2 号墳　25. 萬樹里 4 号墳　26. 羅州 長燈遺跡　27. 光州 東林洞遺跡　28. 高敞 鳳徳遺跡
29. 光州 東林洞遺跡　30. 霊岩 沃野里 1 号墳　31. 光州 河南洞遺跡　32. 高敞 鳳徳遺跡　33. 東萊 福泉洞 22 号墳
34. 咸安 梧谷里遺跡　35. 固城 新龍里遺跡 90　36. 陜川 池山洞石槨墓 5 号　37. ソウル 風納土城












































一方で，全羅道地域以外においても高霊・池山洞石槨墓 5 号出土の須恵器・𤭯（図 3-36）などの
搬入品に加えて，東萊・福泉洞 22 号墳，福泉洞（東）1 号墳，金海・杜谷 49 号墳，咸安・道項里
（慶）13 号墳例，咸安・梧谷里遺跡例（図 3-34），固城・新龍里遺跡例（図 3-35）など，加耶各地に




































は共伴土器から 5 世紀後半に位置づけられる栄山江流域の東林洞遺跡例（図 3-27・29），高敞・鳳
徳遺跡例（図 3-28・32）に型式的に先行する型式と理解するが，河南洞遺跡例は 4 世紀代にさかの















京・司家山 3 号墓出土例（図 3-38）に酷似する搬入品がみられるようになった。この司家山 3 号墓は，
墓誌から被葬者が 406 年に没したことが判明しているので，5 世紀初頭に位置づけることが可能で


























らの研究があり，その型式比定はいまなお妥当性を有している［木下 2003，酒井 2013，武末 2012，
土田 2013］。
すなわち，栄山江流域を中心とする全羅道地域では，TK73 期～TK216 期に少数ながら須恵





















変遷図が図 6 である。先に述べたように，全羅道出土資料は，その多くが TK208 期以降，とくに
TK23・47 期に最も増加する。暦年代では，5 世紀後半に相当する時期であると考える。ただし，
いまの作業において，TK208 期をさかのぼる TK73 期～TK216 期については，須恵器の杯身が
出現する段階であるために，陶邑窯跡群における内在的な変化のみならず，全羅道地域からの影響
を十分に考慮する必要がある［田中清 2002，酒井 2004・2013］。
















6-37），奈良県・布留遺跡土坑 2（図 6-38）があり，共伴する土器資料から TK73 期に位置づけられる。
長原例は韓式系軟質土器の定着過程を示す土器資料と共伴し，布留例は鳥足文を有する鍋形土器が
伴い，併行関係を探る上で良質の資料となる。潭陽・城山里 4 號住居址杯身（図 6-2）も在地産で
あるが，TK73～216 期に類例がある（図 6-39・40）。当資料は徐賢珠によって百済の影響によると
考えられているが［徐賢珠 2006］，須恵器の杯身は TK73 期の前半（ON231 段階）に出現し，百済・
全羅南道との関わりをあらわすと理解されている［酒井 1994・2004］。この詳細な系譜については，
さらなる検討が必要であるが，百済から全羅道地域，倭に向けて，新食器の共有を考えたい。
5 世紀後半には，須恵器の杯身・杯蓋が全羅道地域に増加する（表 2，図 5）。TK208 型式と



















TK73 期～216 期：羅州・佳興里古墳，務安・德巖 1 号墳 4 号甕棺
TK208 期：務安・麥浦里墓壙 262 採集，光州・山亭洞 16 号溝，和順・月谷里墓壙 17 採集
TK208～23 期：高敞・紫龍里 3 号墳西周溝，務安・德巖 1 号墳 7 号甕棺，務安・上馬里上馬亭
古墳甕棺周辺
TK23・47 期：高敞・紫龍里 2 号墳 7-1 号土壙墓，6 号墳 1 号土壙墓，4 号墳 1 号土壙墓，高敞・
鳳徳方形推定古墳，長城・大德里 1 号石槨，順天出土地不明（？）
MT15 期：羅州・伏岩里 3 号墳 96 石室，伏岩里 1 号墳
なお，大德里 1 号石槨例（図 6-29）については，胴部に凸線がめぐり，在地産の可能性もあるが，





韓半島全羅道出土 15. 上芳村 A6 号住居 31. 紫龍里 2 号墳 7-1 号 45. 香川　川上古墳
1. 東林洞 101 号溝  16. 長燈 3 号墳 32. 西玉 3 号墳 46. 大阪　長原 150 号墳
2. 城山里 4 号住居  17. 山亭洞 9 号方形建物 33. 山亭洞 2 号溝 47. 香川　川上古墳
3. 河南洞 4 号溝  18. 東林洞 60 号溝 34. 山亭洞 9 号方形建物 48. 大阪　TK208 号窯
4. 長燈 8 号竪穴  19. 香嶝 15 号住居 35. 長燈 6 号墳 49. 鹿児島　南摺ヶ浜
5. 河南洞 100 号住居 20・21. 伏岩里２号墳 36. 伏岩里 3 号墳 96 石室 50. 大阪　TK23 号窯
6. 徳巖 1 号墳 4 号甕棺 22. 大谷里한실 A-1 住居 日本列島出土 51. 大阪　長原 SK701
7. 河南洞 9 号溝  23. 伏岩里 3 号墳 37. 大阪　長原 SK705 52. 大阪　長原 SK12
8. 東林洞 140 号溝  24. 鳳徳方形推定古墳 38. 奈良　布留土坑 2 53. 大阪　長原 SK12
9. 山亭洞 8 号方形建物 25. 鳳徳方形推定古墳 39. 大阪　長原 SX013 54. 大阪　TK23 号窯
10. 河南洞 9 号溝  26. 長燈 2 号墳 40. 大阪　長原土器群A 55. 埼玉　稲荷山古墳
11. 東林洞 71 号溝  27. 伏岩里 2 号墳 41. 大阪　TK85 窯 56. 大阪　鬼虎川大溝
12. 麥浦里墓坑 262 採集 28. 紫龍里 6 号墳 1 号土坑墓 42. 大阪　TK216 窯 57. 埼玉　稲荷山古墳
13. 山亭洞 16 号溝  29. 大徳里 1 号石槨 43. 大阪　蔀屋北大溝 58・59. 大阪　MT15 窯












例えば，装飾須恵器の出現期を代表する型式である子持𤭯は，TK208 期から TK23・47 期に多
く類例が認められるが，その出現背景はこれまで不明であった（図 7）。しかしながら，近年，韓半
島南西部の高敞・鳳徳 1 号墳 4 号石槨から子持有孔広口小壺が出土したことにより，再検討の余地
が広がった器種である。鳳徳 1 号墳 4 号石槨から出土した子持有孔広口小壺（図 7-1）は，平底気
味の底部，胴部にめぐる割り付け凸線から在地産であると考えられる。日本列島では，大型𤭯と無
蓋高杯が組合わさるセットとして初期の横穴式石室を埋葬施設とする佐賀県久保泉丸山 ST004 古
墳例（図 7-3・4）があり，子持𤭯は TK208～TK23・47 期に多く類例がある（図 7）。鳳徳 1 号墳
4 号石槨例も同じく TK208～TK23 期に位置付けることが可能である。
図7　須恵器・子持𤭯の諸例（中久保 2017 に一部加筆）
1・2. 高敞　鳳徳 1 号墳 4 号石槨 9. 大阪　TK23 号窯 14. 大阪　鬼虎川遺跡
3・4. 佐賀　久保泉丸山 ST004 古墳 10. 三重　石薬師 74 号墳 15. 大阪　野々井南 4 号墳
5. 三重　神前山 1 号墳  11. 三重　石薬師 67 号墳 16. 福岡　羽根戸





















































































る。ここでいう大型とは，器高 25cm～30cm のものを指し，容量は 6～8ℓ前後を量る（図 8-7・
9）。中には，器高 30cm を越えるものも存在する（図 8-11）。古墳前期の布留式甕は，大きいもの




























































































墳として着目した白石太一郎は，その出現契機を共同体を解体することなく，5 世紀後半から 6 世
紀にかけて生産力の著しい発展を基礎として新しく台頭してきた中小共同体の首長層や有力成員
層を，ヤマト政権が直接その支配秩序に組み込もうとしたものであると考えた［白石 1976］。一方，

















河内湖南岸に配置された複合工房群を擁する 5 世紀代の集落として評価できる［田中清 2005，中久
保 2013］。そして，この集落内部に展開する長原古墳群を構成する小規模な古墳が，現在 219 基確
認されている。




これまでの調査成果をまとめると［櫻井 2001，寺井ほか 2006，大庭 2006］，長原遺跡では弥生時代
以降方形周溝墓が築造されているが，4 世紀前葉～中葉には造墓活動は停止しているため，長原古
墳群の出現は 4 世紀後葉（布留 3 式期）に築かれた長原 1 号墳（塚ノ本古墳），85 号墳（一ヶ塚古
墳）を嚆矢として理解できる。続く TG232 期に長原 170 号墳（高廻り 2 号墳）などが築造されるが，
TK73 期以降に質的な変化があり，墳長一辺 15m 以下の方墳数が増大し，TK23・47 期にいたる
まで築造された。これらの方墳には，規格的な小形円筒埴輪や形象埴輪の樹立がみられ，須恵器の


































生駒西麓遺跡群では，神並遺跡第 5 次調査落ち込み 1 から TK216～208 型式の須恵器に伴って，
鞴羽口，鉄滓，鍛冶炉壁の検出が報告され，小規模ながらも鍛冶が行われたことがわかる。神並遺
跡に隣接する植附 1 号墳周溝より同時期の須恵器とともに，韓式系軟質土器，鉄滓，馬の上顎骨，











中で常に注目を集めてきた古墳群である。新沢古墳群の出現は 4 世紀中葉に比定できる新沢 500 号
墳を嚆矢とするものの，古墳群の大多数をなす木棺直葬を埋葬施設とする方墳および円墳の築造は
5 世紀中葉以降である。付近には 5 世紀前半の 1 辺 98m を誇る方墳の桝山古墳，6 世紀前半の鳥屋


















では 1 辺 15m を前後する小規模方墳が 43 基，円墳が 1 基検出されており，規格的な円筒埴輪とと
139
［百済・栄山江流域と倭の相互交流とその歴史的役割］……中久保辰夫











の須恵器窯がひかえる立地にあり，開析谷をはさみ，北側には竪穴住居 3 棟，掘立柱建物 31 棟等
が検出され，南側は方墳 5 基と墳形不明の小規模墳 1 基が確認され，その時期は TK216～208 期
に収まる。古墳群では形象埴輪に加え，2 条 3 段ないし 3 条 4 段の規格的な小形円筒埴輪が検出さ




























墳の築造背景も論究されてきた［森岡・吉村 1992，福永 2004，福永・中久保編 2015 など］。
ここでは 5 世紀中葉から後葉にかけてみられる小古墳の築造動向と集落との関係に着目したい。








そして，2005 年の調査において，直径 14m を測る円墳の待兼山 5 号墳より韓式系軟質土器の破
片が出土したことは，小古墳築造の背景を探る上で興味深い。当地域においては，豊中市上津島遺






まで丘陵斜面に築造された古墳群であり，5 世紀代に比定できる一辺 10m 前後の方墳は少なくと























較し，そのうえで 5 世紀から 6 世紀への展開過程についても，予察となる部分が多いものの，展望
を記したい。
今の議論において，全羅道地域の集落研究を精力的に推進してきた李暎澈の研究は，重要な論点



















た 5 世紀後葉から 6 世紀前葉においては，栄山江流域における前方後円墳の出現，威信財や横穴式
石室受容にみる倭と百済中央の連携強化など，また新たな政治的変化も認められる［禹在柄 2014］。
この点は 6 世紀前葉の日本列島各地において首長系譜が変動するといった政治変動と関連付けて理
















は，窯業生産を含む手工業生産遺跡の分布が 5 世紀後葉から 6 世紀にかけて近畿地域内で変化する
ことである。
陶邑窯跡群は MT15 期に窯数が減少し［大阪府教育委員会 1980］，一方，窯詰状態で良好な資料が
検出された MT15 期の桜井谷 2-2 号窯に代表されるように，生産が活性化する［福永ほか 1991，陣
内 2013］。窯分布の変化は近畿地域にとどまらず，TK23・47 期に各地で展開した須恵器窯が衰退
する一方，MT15 期から TK10 期にかけて兵庫県・金ヶ崎窯など新たな生産地が出現する現象と
も連動する。







阪府交野市上私部遺跡が良質の事例である。図 12 で示すように 5 世紀前半から 6 世紀初頭に竪穴
式住居で構成されていた集落が（上段），6 世紀初頭から 6 世紀中葉には，居住域拡大とともに方形
区画にかこまれた大型の掘立柱建物群が出現し（中段），短期間のうちにより計画的な建物配置へ
と変貌する過程が示されている（下段）。このあり方は 7 世紀前半まで継続することが判明してい













































































こうした 6 世紀の変化は，列島内部の要因としては，大阪北部に 1 つの拠点をおいた継体期にお
ける政治変動によるところが多いが，さらにその外因を探っていくと倭と百済の関係強化を含めた
































術大会（2014 年 11 月），奈良での共同研究会（2015 年 7 月），歴博国際シンポジウム「古代日韓交
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The Mutual Interaction between Wa, Baekje, Yeongsan River Basin and 
its Historical Role
NAKAKUBO Tatsuo
This paper explores the interactions between Jeolla Province, centered on the Yeongsan River 
basin, and the Kinki region, located in the middle of the Japanese archipelago, in the fifth century by 
looking at the earthenware excavated from the tumuli and settlements of the Japanese Kofun period 
and the Three Kingdoms period in the Korean Peninsula. For that purpose, I analyzed the following 
archaeological materials.
First, after reviewing East Asia in the fifth century, I focused on the ritual pottery called Hasou 
(a teapot like small jar with a wide mouth and a hole) and assessed that this earthenware was used 
widely in both the Japanese archipelago and various parts of the Korean Peninsula, especially in 
Jeolla Province, in the fifth century. Second, I reexamined the identification of the period of Sue ware 
(unglazed ceramics), which has been excavated in increasing numbers since 2000, and confirmed the 
interactions between the Japanese archipelago and Baekje and the Yeongsan River basin in regard to 
Sue ware; this also involved reassessing the production of Sue ware in the Japanese archipelago. It 
is possible to understand the interactions seen from the earthenware described above by connecting 
the dynamics of the Korean-type earthenware, the production base of handicraft, and the early type of 
small tombs excavated from the settlements that developed organically in the Kinki region. As a third 
point of the discussion, I presented the idea, based on the research trends of recent years concerning 
earthenware, settlements, and small-scale tumuli, that the interactions with Baekje and the Yeongsan 
River basin had promoted social capital investments within the Kinki region.
The above archaeological examinations clarified the circumstances of the interactions with Wa 
(Japan) in Jeolla Province in the fifth century, which has so far remained unclear from the excavated 
material from the tumuli/tombs, and I was able to confirm the significant role the interactions 
between the peoples played in the social changes in the Wa society. In the sixth century, the Baekje 
and Wa began active interaction, but it is difficult to regard such a movement as part of the continuous 
process carried over from the fifth century; we can also recognize the dynamic changes that involved 
the central as well as regional societies in the Kinki region.
Key words: Kofun period, Three Kingdoms Period, Korean-Style earthenware, Craft production, early 
small tomb group
